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しい生活をしている」という のが25%などであった。 調査項目には規則正しい生活 と病院
で健康診断を受けているというものも少数見られた。
表1 健康診 断調 査
この調査は，学校医によ る健康診断の際K，その効果をあげるため と，日常の学校生活
における健康管理のための資料となるものです。各項Iと答えてください。
A 今までにかかった ζ とのゐる病気と 当時の年令を書いてください。
心臓病 才｜結 核 才｜ 腎臓病 才｜ 高血圧 才 ｜リュウマチ 才｜ぜんそく 才
てんかん 才｜小児まひ 才｜蓄のう症 才 ｜中耳 炎 才 ｜虫垂 炎 才 ｜その他（ ）才




項 目 年度集計 昭和46年度 昭和47年度 昭和48年度 昭和49年度 昭和50年度
近頃食欲がない 1 8 57 32 61 83 
最近 体重が目立つて減った 22 28 33 46 79 
手足がはれたり しびれる感じがする 9 39 47 52 38 
風邪にかかりやすく なおりにくい 34 64 82 11 2 385 
時々 目まいがする 4 1 22 64 73 82 
近頃尿の回数が目立って増した 1 9 25 1 8 36 89 
階段を登ると心臓がドキドキする 1 2 1 7 26 30 27 
仕事をすると息切れがする 26 35 44 85 88 
2日以上便秘する 87 93 102 1 0 7 186 
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時々 腹痛がおこる 1 2 1 1 6 120 95 218 
時々 胃痛がお乙る 217 282 401 526 638 
鼻がつまりやすく 頭が痛い 37 65 87 107 195 
話がよく聞きとれない 1 。 1 1 1 
急Iと視力がわるくなった 1 0 1 3 1 7 8 15 
時々つよい 頭痛がおこる 1 1 。 2 3 
時々 胸やけする 271 282 389 526 583 
疲れると 目が痛む 2 8 3 4 20 
その他 39 66 92 1 1 3 184 
そこで，自己の健康管理をどのようにしているかを調べた結果，健康に関して相談する
人が円、るj と答えた ものは44%で半数にも満たなL、。その相談の対象は「両親Jが 1番
多くて25%，そのうち「母親jと限定したものが，圧倒的に多かったのは，本学が女子学
生ばかりである乙とによるものと思われる。ついで「友人J 「姉」 の順であっ た。また実
際に身体に不調があり，健康相断を受けたいと思っている ものは少数であったが，その中
でもっとも多いのが「胃腸障害J，次は「なんとなく身体がだるく ，疲れやすいJつづい
て 「生理不順」 「肩こり j 「冷え症jの訴えがみられた。
その他，なんらかの訴えをも って実際に保健室を訪ずれる状態は 「表2Jのとおりで，
内科系が圧倒的に多く ，なかでも「感冒」 「生理痛」が多数を占め， 「腹痛」 「頭痛J
「倦怠感jが多い。またこれらの苦痛の原因が「わからないJと答えたものが多く，内容
的Iとみても軽度のものが多い。
このようなことから，これ以外に も保健室を訪ずれる程のことはぽいと しても， 自分で
とrんらかの処置をしてすませているものはかなりいると考えねばぼ らないであろう。そし
て内科系で異常を訴えているものの多くは「感官J 「胃腸障害j 「生理不順」 「頭痛J
「疲れやすい」などであ った。そ こで，













Iにト」： 昭 46 昭 47 昭 48 昭 4 9 昭 50 lU 653 681 88 7 1 1 1 0 1 2 1 2 
頭 痛 21 53 86 101 1 7 5 
内 腹 痛 80 67 103 1 3 2 14 7 
感 冒 142 1 6 3 190 1 8 5 319 
生 理 痛 32 77 86 91 93 
科 日直 気 7 6 1 8 21 39 
倦 怠 感 1 3 28 44 52 73 
貧 血 4 1 3 39 74 11 4 
系 そ の 他 30 18 46 52 6 1 
i』ユ 計 329 475 61 2 7 0 8 1021 
倉。 傷 68 55 83 92 213 
外 捻 挫 1 9 27 5 1 1 0 6 139 
火 傷 1 8 6 4 1 5 17 
皮 膚 病 1 5 9 3 7 23 
科 打 撲 傷 1 2 38 42 61 75 
眼 疾 1 3 4 7 1 2 3 
歯 痛 27 32 1 8 4 25 
系 そ の 他 1 0 22 75 61 45 



















は， 暑い季節であっ たためか， 「暑さのため」というのがもっと も多く，次いで「胃の調


































生理不JI買を訴えるものの多いこ とが， 目立ってきていること は注目に値すること と考え
られる。その内容として， 学生の年令においては個人差こそあれ， 不！｜民伝ときがあること
は考えられるが，不J噴を訴えるもののうち，誰かに相談したこと がある とするものは少ぽ





身体的な悩みをもっているものが断然多い。その内容と しては 「肥りすぎ」 「身体がだ
るいJ 「生理に関 して」 「胃の調子がわるいJ 「皮膚疾患」ぽどである。
精神的な悩みをもっているものは，身体的な悩みをもっているも のよりはいくらか多い
ようである。その主なものは 「対人関係J「自分の性格」 「将来のことJ「文や言葉に表
現できない悩み」 「異性問題j芯どである。そ してこれらのことはアンケー 卜調査ではそ
の実態を把握することは，極めてひずかしいのである。
W おわ り





学生の多 くは親元をはるか離れて生活しているもの もあって，規則正しい生活をする こ
とがすこぶる困難な状態にあり，生活も，健康も乱れやすく〈よる環境にある といえるであ
ろう。それ故に各自の健康管理をより正しく行なうよう指導してやることが大切である。
例えば， 「食欲と胃腸障害Jや「感冒と個人衛生Jのとこ ろでみられたよ うに，原因を知
るための医師の診断をうけず，安易に市販薬に依存して対応的療法で終えてしまう ケース
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が多いことである。 一般に薬剤は疾患の治療の手助けを している場合が多いのであって，
苦痛の原因である疾患の有無をたしかめようとせず，すべては薬が治してくれるものと信
じ，気やすく薬をのひものが多いのである。そしてまた，それがほんと うに効いたか，効
かなかったかは別として薬をのまなければ気持がおさまらないことにとよってしまっている
ことでもある。現代のマスコミの影響により薬に対しての盲目的過信や， 依頼心の助長が
大きくはたらいて，あくことのない宣伝にのせられて常用しているも のも あろうと思われ
るのである。
このような安易ぽ考え方では伝く，その原因をたしかめて，病気であればそれを治療し
ていく指導及び対策をたてる必要があり，これが「学校保健」本来の姿勢であることはい
うまでもないことである。
アンケート実施の一部をまとめ，保健室の充実のための記録をもとに，現在の「保健セ
ンターjが設備されたことは，学生にとってもまた職員にと ってもその健康管理，疾病の
早期発見，治療が円滑に行なわれることへの貢献度の大在ることぞ信じてやまぽいのであ
る。
